
Study-Support
【精読ドリル第3回】準動詞のカタマリと役割判定

解答と解説

[Paragraph 1：基礎レベル（言語学習）] 

・(To master a foreign language) requires a lot of patience.

【役割】名詞 (文の主語=Sになっている)

解説: 文頭の不定詞。直後に動詞requiresが来ているため、このカタマリ全体が主語(～すること)として働

いています。

・Students (learning new vocabulary everyday) can improve their reading skills.

【役割】形容詞 (直前の名詞Studentsを修飾している)

解説: learningは現在分詞。Studentsを後ろから説明し、「～している生徒」という意味を作ります。本当

のVはcan improveです。

・They often use flashcards (to memorize complex words).

【役割】副詞 (動詞useを修飾、「目的」を表す)

解説: SV(O)がすでに完成した後に来ている不定詞なので、「～するために」という副詞的用法です。

・(Reading English books aloud) is also an effective method.

【役割】名詞 (文の主語=Sになっている)

解説: 文頭の動名詞。直後のisの主語になっています。

【パラグラフ全訳】

外国語を習得することには、多くの忍耐が必要である。毎日新しい語彙を学んでいる学生は、読解力を向

上させることができる。彼らは複雑な単語を暗記するために、しばしばフラッシュカードを使用する。英

語の本を声に出して読むこともまた、効果的な方法である。

[ 公式サイト：https://study-support.net ]　※本教材の無断転載・再配布を禁じますが、個人利用・学校・塾での配布は自由にご活用ください。 



Study-Support
【精読ドリル第3回】準動詞のカタマリと役割判定

解答と解説

[Paragraph 2：標準レベル（科学と発見）] 

・(Finding a cure for the disease) was the main goal of the project.

【役割】名詞 (文の主語=S)

解説: 文頭の動名詞(Finding)から始まるカタマリです。直後の動詞 was の前までを()でくくります。「～を

見つけること」が文全体の主語になっています。

・The theory (proposed by the young scientist) surprised everyone.

【役割】形容詞 (直前の名詞The theoryを修飾)

解説: proposedは過去形ではなく過去分詞(～された)。The
theoryがSで、surprisedが本物のVです。

・(To prove his controversial idea), he conducted numerous experiments.

【役割】副詞 (文全体を修飾、「目的」を表す)

解説: 文頭の不定詞＋コンマ(,)は、ほぼ100%副詞的用法(～するために)です。

・The data (collected during the process) showed interesting results.

【役割】形容詞 (直前の名詞The dataを修飾)

解説: collected は過去形ではなく過去分詞です。「収集された」という受け身の意味で、直前の名詞 data

を後ろから説明しています。文の本物の動詞は showed
です。

【パラグラフ全訳】

その病気の治療法を見つけることが、そのプロジェクトの主な目標であった。その若い科学者によって提

案された理論は、皆を驚かせた。彼の物議を醸すアイデアを証明するために、彼は数多くの実験を行っ

た。その過程で収集されたデータは、興味深い結果を示した。

[ 公式サイト：https://study-support.net ]　※本教材の無断転載・再配布を禁じますが、個人利用・学校・塾での配布は自由にご活用ください。 



Study-Support
【精読ドリル第3回】準動詞のカタマリと役割判定

解答と解説

[Paragraph 3：入試頻出レベル（ビジネスと社会）] 

・The system (introduced to the company last year) improved work efficiency.

【役割】形容詞 (直前の名詞The systemを修飾)

解説:【入試の罠】 introducedを「導入した」というV(過去形)と勘違いすると読めなくなります。システ

ムは「導入される」側なので過去分詞(M)です。本物のVは後ろのimproved(向上させた)です。

・(To adopt such advanced technology) is not always easy for small businesses.

【役割】名詞 (文の主語=S)

解説: 文頭の不定詞(To adopt)が作るカタマリです。動詞 is の前までが「～を採用することは」という大き

な主語になっています。

・Managers (forced to cut costs) are looking for cheaper alternatives.

【役割】形容詞 (直前の名詞Managersを修飾)

解説: forcedも過去形ではなく過去分詞。「コスト削減を強制されたマネージャー」となります。本物のVは

are lookingです。

・(Reducing unnecessary expenses) has become their top priority.

【役割】名詞 (文の主語=S)

解説: 文頭の動名詞(Reducing)のカタマリです。has become という動詞の前までを()でくくり、「～を減ら

すことは」という主語として処理します。

【パラグラフ全訳】

昨年その会社に導入されたシステムは、作業効率を向上させた。そのような高度な技術を採用すること

は、中小企業にとって常に容易であるとは限らない。コスト削減を余儀なくされたマネージャーたちは、

より安価な代替案を探している。不必要な支出を減らすことが、彼らの最優先事項となっている。

[ 公式サイト：https://study-support.net ]　※本教材の無断転載・再配布を禁じますが、個人利用・学校・塾での配布は自由にご活用ください。 
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